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巻 頭 言

英宮靖治 (玉川大学元教授)

2000年 最初の研究会ニュース巻頭にて

会員の皆様にご挨拶できること光栄に思い

ます。なにはともあれ、本年が皆様にとっ

て、そしてわが日本線虫学会にとつて良き

年となることを心から祈念いたします。

今年はミレエアムで、来年からは新世紀

と、時代の区切 りが強調される世の中です。

時代の区切 りが実感されるような出来事は、

われわれのまわ りにもいろいろと見ること

ができます。国立研究機関の独立行政法人

への移行も日前で、これは国の研究機関だ

けでなく、都道府県の研究機関にも影響が

及ぶ研究環境の大きな変化をもたらすこと

でしよう。やがて国立大学へと問題が波及

するのも間近です。こうした状況の変化は、

わが学会に限つていえば、その影響の大き

いことが予測されます。学会体制の維持と

充実を図るための準備が、新世紀を前にし

たこの 2000年 に必要であると考えていま

す。21世 紀の問題 として、少子化にとも

なう大学入学者の減少、ひいては学カレベ

ルの低下がとりざたされてお りますが、こ

れはもう現実に起こり始めていることです。

研究者の確保がますます困難になることで

あり、これに対 しては大学教育における線

虫学の確固とした位置づけをもつて対応す

ることが今まで以上に望まれます。その方

向での成果を目指して、なにか学会として

行動を起こすべき時期にあると思うことし

きりです。線虫学研究の発展性に関しては、

先にニュース 17号 で述べましたように、

境界領域の拡大が中心になつてくることで

しよう古線虫学会がそうした学問発展の現

状をよく反映するものとなるよう努めなけ

ればなりません。学会誌の内容充実などが

その目標となります。

話題が変わ りますが、これもミレエアム

関連のことです。インターネットで見るこ

とのできるCNN Headline Newsに次のよう

な記事がありました。その要旨は、 「われ

われ現代に生きる人間にとつて、 ミレエア



ムを経験できることはこの上ない幸運なこ

とである。しかし、この地球上の生物の中

で何回ものミレエアムを迎え、そして過ご

したものがあることを忘れてはならない。

それは何千年もの歳を重ねた樹木である。

ロンドンの南に立っているイテイ (yew)

の巨木がその例である。この木は、4000

年も生き、キリス ト生誕の時にはもうすで

に古代 に相 当す る時を経ていたのであ

る。」というものです。日本にも屋久杉に

代表されるような 1000年 以上もの年を経

た樹木が少なくありません。人間が、ミレ

エアムだ、新世紀だなどといい立てても、

これら巨木にとつてはなにも目新 しいこと

ではないのです。生物の命について改めて

考えさせられました。

ところで、本来このように長命な樹木

を、いとも簡単に殺 してしまうのが、マツ

ノザイセンチュウです。そのマツノザイセ

ンチュウがついにヨーロッパで発見されま

した。ポル トガルでの確認です。その発生

状況など詳しいことはまだよく分か りませ

んが、ヨーロッパヘの侵入 (?)が 明らか

になり、今後、彼の地で大問題となること

間違いありません。ヨーロッパに分布する

マツ類は、日本のマツ同様いずれもマツノ

ザイセンチュウに対 して感受性です。気象

条件からすると、とくに南ヨーロッパ、地

中海沿岸が危険地域となります。地球温暖

化が進む今日、中部あるいは北部ヨーロッ

パの国々でも今まで以上の厳重な警戒が必

要になります。この問題の先進国として、

わが国での研究成果や経験が問われること

になります。現在やや停滞気味の松 くい虫、

そしてマツノザイセンチユウ関連の研究を
一層盛んにすることが必要です。なお、マ

ツノザイセンチユウ、ヨーロッパで発見の

報告は、M例 4M.M.ら により、近 くNc―

matology誌で報告される予定です。

文未とはなりましたが、年頭に当たり、

日本線虫学会の一層の発展と、会員の皆様

のご活躍をお祈 りしながら、この挨拶文を

閉じたいと思います。

事務局から

1.京 都大会開催される

昨年9月 9日 ～11日 、京都市の修学院

京都セミナーハウスで第7回大会が開催さ

れました。一般講演 28題 に加え、シンポ

ジウム 「天敵細菌パスツーリアを用いたネ

コプセンチュウ生物防除の展望と問題点」

(4題 )、 夜間小集会 「エレガンスとワイ

ンの夕べ」 (2題 )も 開催されるなど、盛

会となりました。エクスカーシヨンの京大

上賀茂試験地見学ツアーにも多数の参加者

がありました。大会事務局を勤められた京

都大学大学院二井一禎氏および研究室の皆

様にお礼申し上げます。

2,評 議員会 ・編集委員会合同会議報告

標記合同会議は 1999年 9月 9日 9時 よ

り3時 間にわたり、関西セミナーハウス

国際交流ホールで開催されました。

①1998年度会務報告では、国際シンポジ

ウム 「有用線虫」の終了、会誌 ・ニユース

発行状況、ホームベージの開設、和名検討

委員会の事業終了、用語集検討委員会の活

動状況、会員動静等について報告されまし

た。続いて 1998年度一般会計報告並びに

会計監査報告、1999年度事業計画案につ

き審議しました。

②世界線虫学連盟 (IFNS)の 評議員に

本学会から石橋氏と二井氏を代表選出する

件が承認されました。

③SON会 長からの協力依頼があつたIF



NSへ の寄付について審議 し、寄付を行う

方向で今後継続審議 していくことで意思統
一しました。

④常任理事会の新設について検討しました

が結論には至りませんでした。

⑤緊急の場合電子メール等の手段による紙

上評議で採決ができるよう会則改正を行う

ことが承認されました。

⑥外国会員に正会員と同じ権利を与えるよ

うに会則改正する件が承認されました。

⑦事務局所在地は農研センターにおくと明

記されていた会則を改正し、評議委員の議

決で移転できるようにしました。

③2000年 度大会をつくば交流センターで

実施することが決定されました。開催自時

は追つて検討することになりました。

③著者負担金を改正することが決まりまし

た。

①編集委員長より編集状況の説明がありま

した。

合同会議の詳細及び総会報告は学会誌

29巻に会報として掲載します。

3.線 虫学会が第 18期日本学術会議の

登録研究団体に

本学会は1996年度に第 17期日本学術会

議会員の選出に関わる学術研究団体として、

初登録されました。この度第 18期 の再登

録にあたり日本学術会議会員推薦管理会に

登録申請をしましたが、平成 11年度 9月

14日 付けをもつて、植物防疫研究連絡委

員会 (第6部 門)の 関連研究連絡委員会に

登録されました。また、この 18期 植物防

疫研究連絡委員会の委員として近藤栄造評

議員 (佐賀大学教授)を 当日本線虫学会代

表として送ることに内定 (平成 12年 1月

3日 付け紙上評議委員会で承認)し ました

ので申し添えます。

4.2000年 度日本線虫学会大会の

お知らせ

2000年 (第8回 大会)日 本線虫学会大

会を下記の通 り開催 します。詳細について

は現在大会事務局と学会事務局で検討中で

す。大会案内及び講演申込み要領は 2000

年 5月発行予定の本会ニュースに掲載しま

す。大会に関するご意見 ・お問い合わせは、

下記大会事務局または学会事務局へお問い

合わせ下さい。

会期 :平成 12年 9月 13・ 14日

会場 :茨城県つくば市

研究交流センター 国 際会議場

大会事務局 :

森林総合研究所 線 虫研究室

小倉信夫
―l‐305-8687

茨城県稲敷郡茎崎町松の里 1

農林水産省森林総合研究所

森林生物部 線 虫研究室

TEL:0298-73-3211(内407)

FAX:0298-73-1543

c―mおl i nogura@ffpri.affrc.gojp

[言己  葛吾]
ロシアの線虫学会 (mird RSN Inロ
ternational Nematology Sympsium)

に参加 して

津田 格 (京都大学農学研究科)

1999年の8月 の末 (23-26日 )、 ロシ

アのサンクトベテルブルグで開催された線

虫学会に行つて参りました。海外からの参

加者は 25人 位で、そのうち日本からは5

人、九州農試から佐野さん、持田さん、そ

して私達の研究室から二井先生、神崎君、

私が参加しました。日本以外ではアメリカ、

カナダ、イギリス、ベルギー、イタリア、



ポル トガル、南アフリカ、エチォピア、中

国、韓国など様々な国からまんべんなく来

ていました。国ごとに見るとロシア以外で

は日本やアメリカからの参加者が最も多か

つたのですが、欧米諸国の方々はaccOm―

panying personを連れてきている人がほと

んどで実際の参加者よりも多 く感 じられま

した。

サンク トベテルブルグの空港に降 り立っ

たのは 21日 の夕方 6時 くらい (夕方とい

つてもかなり明るく、実際の日没は 10時

頃)、 今回の学会の現地でのオーガナイザ
ーをしているDr.Alexandcr RYSSが慌ただ

しく迎えてくれました。飛行機が遅れたの

でいらいらしてるのかな、と思つたのです

が後日、関西弁で言うところのいらちな人

ということがわかつてきました。空港は街

のはずれにあり、そこから街なかのホテル

まで車で送つてくれたのですが、とにかく

道が悪 く舗装してあつても凸凹だらけ。し

かしながら視線を上に移してみると昔の建

物が多く残つていて古き良きヨーロッパを

感じさせてくれました。新 しく建て替える

際にも周囲との調和を考えてデザインして

いると聞きました。このあた り同じ古都で

も、古い建物をどんどん潰してしまつて味

気ないマンシヨンやらホテルやら駅ビルや

らを建てまくつている京都とは月とすつぱ

ん。モノに対する考え方の違いでしようか。

また街中には トロリーバスや路面電車が縦

横に走つており、どこか懐かしい雰囲気を

漂わせていました。三井先生は一足先に別

の飛行機で到着していてホテルで合流、遅

い夕食をとり寝ることにしました。部屋の

電気を消すとMosquitO Air Forceが襲いか

かつてくるので応戦しながら眠 りにつきま

した。

次の 日は 日曜 日とい うことでprcc o n―

gress tour。街から離れたところにあるPe‐

tcrhoff宮殿に行きました。宮殿自体はなか

なか美しく、ため息が出るばかりでした。

宮殿内を見学したあと昼食をとつてバルチ

ック海をboat tripと酒落こむはずだつたの

ですが、ここで Alcxがいらちぶ りを発揮。

観光客の雑踏のなかに我々の大半を置き去

りにしてどんどん歩いて行つてしまい boお

ミ

パーティー会場での一コマ

さて 23日 からやつと学会がスター トし

ました。会場は Cantee n大学に隣接 した

Russian Academy of Scicnce α)Zoological ln―

stitute。ロシア文字が読めないこともあつ

て外から眺めてもほとんど判らないのです

が、建物内は自然史博物館になつてお り学

会が始まる前に見学することができました。

マイナー (?)な 無脊椎動物 (線虫コーナ
ーもちゃんとありました)か らクジラまで

幅広い分類群の標本が展示してあり、その

数の多さに圧倒されました。またポスター

会場はまさに博物館内の昆虫標本コーナー

の向かい側にあり、両方に興味がある人に

は一粒で二度おいしい状況でした。私の研

究対象の 乃勧切励物 属線虫の宿主昆虫で

あるキノコバエは一種類しか展示してませ

んでしたが。



講演の方ですが、日頭発表は約 50題 。

始まつて驚いたのですが、講演時間はあつ

て無いようなもの。いきなり講演にロシア

語の通訳が付いたり付かなかつたりするの

で講演時間は人によつてまちまちでした。

またロシア人研究者の講演キャンセルが多

かつたのも原因の一つでした。しかし講演

自体は終始和やかな雰囲気で執 り行われま

した。講演の中身の方はといえば非常に多

岐に渡つてお りました。まず目を弓|いたの

は線虫の分類や進化、生態や種多様性など

の基礎研究の発表が多かつたこと。このあ

たりはロシアにおける自然科学の奥行きの

深さが感 じられました。marinc nematode

や 缶eshwater nematodcの発表もあり興味深

かつたのですが、英語通訳付きでスライ ド

をほとんど使わない (使つていても数枚で

ロシア語で書いてある)ロ シア人研究者の

発表はかなり辛いものがありました。私自

身の英語の間き取 りが未熟なことも多分に

あるのですが、聴衆の理解を助けるのにス

ライ ドの存在がいかに重要であるのかを痛

感しました。ただこの点については経済的

な事情もあるのだとは思いますが。オーガ

ナイザーの Dr.A.RYSSは コンピューター

を用いた線虫の同定について紹介していま

した。またベルギーの Gcntの Dr.N.SMOL

女史により自活性 marinc nematodeのデー

タベースの紹介もありました。こちらのほ

うは 2000年 12月 までに CD―ROM化 され、

インターネットでも利用できるようになる

そうです。線虫は他の動物群のなかでも同

定の非常に困難な部類にはいると思われま

すが、分類学に疎い人でも線虫の分類 ・同

定が気軽に出来るようになるような試みが

なされていることを感 じました。
一方、農業 ・林業関連の線虫としては

ネコブセンチュウ ・シス トセンチユウやマ

ツノザイセンチュウの他にジフィネマなど

のウイルスベクターに関する発表が日頭 ・

ポスターともに目立っていました。これら

の多くをスコットランドの Dr,BROWN~

派が占めていました。九州農試の佐野さん、

持田さんはネコブセンチュウのセクシヨン

でポスター発表を行いました。また、京大

勢の三井先生と神崎君はマツノザイセンチ

ュウのセクシヨンで日頭発表を行いました。

松枯れについてはロシアでの発生の報告は

未だないのですが、かなり戦々恐々として

いるようで発表の際には活発な議論がなさ

れていました。

街を流れる運河

私 自身はこれまでずつとテーマとして

きている 乃ro72勧ど"初属線虫について発表

を行いました。線虫とその宿主昆虫である

キノコバエの関係について発表したのです

が、cntomopathogenic ncmatodcのセクシヨ

ンに入れられてしまいました。つたない英

語での発表でしたが多くの質問を頂きまし

た。またこのセクシヨンでは日本でもおな

じみの Dr,WEBSTERとDr.GAUGttRの発表

もありました。このお二人に限らずアメリ

カとカナダからの研究者の発表に関しては、

どちらかと言えば応用面での研究が立ち遅

れているロシアに対してすぐにでも役立つ



有益な情報を提供するというような姿勢が

見て取れました。ロシア側もこの機会に多

くの情報を得ようとしているようで、sci―

entinc scssiOnが行われている会場の隣にお

いて各国参加者によるPlant quarantineに対

する講演会が行われていました。研究にお

いては当然しのぎを削るような競争もある

のでしょうが、それとともに国に関係なく

線虫研究を全体として発展させていこうと

いう気概が感 じられ、私 自身も心機一転

(?)、 いい機会であつたと思います。

最終 日、全ての発表が終わつたあとに

エルミタ‐ジュ美術館の見学に行きました。

全 く絵心のない私にとっても充分な目の保

養となりました。サンク トベテルプルグの

美しい街並みや運河とともに本当にいい思

い出になりました。最後に、今回出発前か

らず っ とお 世 話 に な っ た Dr.A.RYSSと ア

リ ゾ ナ 大 学 の Dtt M,McCLUREに 心 よ り御

礼 申 し上 げ ま す 。

シンポジウム
「線虫防除の戦略と展望」報告

相場 聡 (農業研究センター)

9月 28日 に東京都北区の滝野川会館に

おいて、日本植物防疫協会主催によるシン

ポジウム 「線虫防除の戦略と展望」が開催

されました。これは 2005年 に臭化メチル

剤が全廃されることなどもあつて、近年関

心が高まりつつある線虫防除について、被

害や研究の現状、国際動向、実際的な岳ク

断 ・同定法ならびに防除戦略について最新

の知見を交えて幅広 く紹介し、今後の展望

を探つて行 く事を目的としたものです。参

加者も約 300人 に及びました。

シンポジウムは日本各地より8人 の演者

を招き、様々なテーマについて話題の提供

を頂き、その後に今回のコーディネータ‐

である西澤務氏 (日植防)が コメントを加

え、最後に総合討論を行うという形で進め

られました。

講演内容は、まず水久保隆之氏 (農研セ

ンター)に よる 「最近の線虫研究の動向と

線虫問題」として、各地における線虫研究

の実態調査ならびにそれに基づいた線虫研

究の実状と今後の問題点についての報告が

ありました。これは各都道府県に対 して、

実際に行つている線虫試験についてアンケ
ー トを取つたものをまとめた労作で、調査

に協力いただいた都道府県の関係者の方に

は改めてお礼を申し上げます。また、この

報告により、線虫研究者の人員不足や試験

の継続性などの問題点が指摘されました。

続いて佐野善一氏 (九州農試)に よる

「線虫防除に関する国際動向」の講演があ

り、海外でも国内と同様に臭化メチル対策

が重要な問題であり、耕種的防除法や生物

的防除法の研究が多く行われている事など

の報告がありました。

また、線虫の診断 '同定手法として、百

田洋二氏 (北農試)か ら 「線虫の簡易診断

法」、植原健人氏 (北農試)か ら 「分子生

物学的手法による線虫の同定」の演題で、

それぞれ講演がありました。百田氏の講演

資料は写真を豊富に使つて各線虫の形態的

な特徴をまとめたものであり、日本語で書

かれた線虫同定のための資料はほとんどな

いという現状のなかで、大変貴重な資料と

言つていいでしよう。また、植原氏の議演

のPCR法 は、従来は非常に熟練した技術

が必要とされた線虫同定において、設備さ

え揃えれば誰でも簡単にかつ正確に同定が

可能となる手法として大変注目されている

ものです。

さらに臭化メチル問題などもあつて、近



年使用が困難になりつつある殺線虫剤につ

いて、飯干浩美氏 (日植防)よ り 「線虫防

除剤の現状と開発動向」の講演があ りまし

た。これは昭和 31年度から平成 11年 度ま

での 40年 以上に及ぶ日植防の殺線虫剤委

託状況、現在登録のある殺線虫剤一覧、国

際的に広 く用いられている殺線虫剤につい

てなどを取 りまとめた力作です。

最後に実際の線虫防除対策として、上回

康郎氏 (茨城県農業研究所)の 「畑作物に

おける線虫害の現状と防除戦略」、北上達

氏 (二重県農業技術センター)の 「野菜に

おける線虫害の現状と防除戦略」、足立年
一氏 (兵庫県農業試験場)の 「果樹におけ

る線虫害の現状と防除戦略」の講演がそれ

ぞれ行われました。全体として線虫対策の

中心となつているのは、現状ではやはり殺

線虫剤であり、今後は天敵微生物の利用な

どの新たな線虫防除対策の必要性があると

いう事が浮き彫 りとなりました。そして現

在もそれに向けての試験が進められていま

す。

今回のシンポジウムは線虫研究の現状に

ついて非常に的確にまとめられたもので、

資料的にも高い価値があり、大変に有意義

なものであつたと思います。今後の線虫研

究の指針として、とても意味深いシンポジ

ウムであったと言つていいでしよう。

カリフォルエア大学留学記(1)

岡田 浩明(東北農試)

「ヒロ、今の説明では、なぜその餌糸状

菌がその研究に適しているのかという理由

が抜けているよ。」と、大学院生のベン。

「僕の時は餌糸状菌の種類の違いをテーマ

にしたけど、同一菌種の系統間の違いは面

白味に欠けるよ。」と、ポス ドクのカール。

「私がその材料を使うなら、別のテーマに

す る な 。 」 と、 教 授 の ハ ワ ー ド。
「、、、、、、ゎか りました。もう一度考

えてみます。」と、ヒロ (私)。 あ―あ、

またテーマを考え直さなきゃ、、、、

ラボミーティングでは、誰もがあからさ

まに意見を述べる。不用意な発言をすると

簡単に突つ込まれてしまう。

1998年 10月 から私が滞在しているカリ

フォルエア大学デー ビス校線虫学科の

Howard FERRIS教授の研究室では、毎週月

曜朝 8時 (!)の ラボミーティングで 1週

間の仕事の予定を話し、金曜夕方4時 のミ
ーティングでその結果を報告しなければな

らない。テーマを決めようとあれこれ試行

錯誤していた頃や実験がうまくいかなかつ

た時などは、次のミーテイングで何を話そ

うか、どうやつて説明しようか、などと考

え、日曜の夕方からそわそわしてしまう。

留学する前、何故この研究室は、毎年 2本

も3本 も国際誌に論文を掲載できるのだろ

う?と 不思議に思つていたが、実際に来て

みてその理由がわかつた。研究室の住人が

優秀であるのはもちろんであるが、週 2回

の ミ
ー

テ イ ン グ を 通 じ て FERRIS教 授 が 常

に彼らに仕事の進展を要求しているのだ。

私がこの研究室に留学している理由は、

土壊生態学の面から線虫の研究を行うべ く、

必要な知識と手法を学ぶためである。具体

的な私の興味は、FERRIS教授のそれとほ

とんど同じなので、次に書 く教授の紹介文

の中から察していただきたい。

FERR応教授は数理解析に強い人で、植

物寄生線虫の個体群動態、被害解析、サン

プリング最適化のための分布研究などを行

つてきた。90年 代初めに 「これからの線

虫生態学は土壊線虫全般を対象にすべき

だ。」と主張して、農耕地の栽培管理手法

が土壊線虫群集の動態に及ぼす影響や、有



壊線虫群集の動態に及ぼす影響や、有機物

分解との関わりでの微生物摂食性線虫の生

理生態学的特性、特に窒素排出機能の研究

などを行つてきた。現在は少し農業を離れ、

オラングの研究者と共同で、土壊環境特性

(肥浜土、攪乱度、汚染度)や 生物多様性

の指標としての線虫群集の解析に取 り組ん

でいる。

欲張 りな私は、わずか 1年 間の留学で

圃場調査による群集解析の手法と、室内実

験による線虫の生理機能解析手法の両方を

学ぼうとしたが、教授はなかなか厳 しい人

で、 「君がここに来た目的は理解するが、

ただ手法を教えるというわけには行かない。

自分で何か新 しいテーマを考え、その研究

の中で知識と手法を学びなさい。」とのこ

と。どうも生態学系の指導者は、洋の東西

を問わず、 「自分でテーマを考えろ。」と

いう人が多いようである。

群集解析の方は調査が一段落 したよう

で教授は論文執筆に集中してお り、一緒に

仕事をする機会が少なかつたのであきらめ

た。時々線虫学科の資料室に行つて標本や

分類学の文献を眺め、今後の自分の研究に

不可欠な、土壌線虫の同定能力 (属や科ま

で)を 高めようという程度。研究室では、

微生物摂食性線虫を用いた実験に集中する

ことにした。糸状菌摂食性線虫が持つ窒素

無機化能力の研究、特に、餌糸状菌の種類

や、菌が分解する有機物の C/N比 が線虫

の能力におよばす影響、というテーマでポ

ス ドクの人が研究を終えたばか りだつたの

で、彼に手ほどきを受けながら、 「有機物

を分解する糸状菌および糸状菌摂食性線虫

が持つ窒素無機化能力に及ぼす温度の影

響」というテーマで自分の研究を始めた。

具体的には、糸状菌摂食性線虫が存在する

と、糸状菌だけが存在する場合に比べて生

態系内の無機窒素の量が増えるという仮説

内の無機窒素の量が増えるという仮説のも

と、増殖適温が異なる餌糸状菌及び線虫

KAPカビたれあ'Sと APんでた刀あο泌夕s)を組み合わ

せて人工生態系に入れ、この中で無機化さ

れる窒素の量を 15‐29°Cの範囲で調べた。

予想通 り、線虫を入れた系では、線虫の増

殖適温のもとで系からの窒素排出量が最大

になるという結果になつた。しかし、対照

区 (菌だけを入れた系)と 窒素量を比較す

ると、期待したほど大きな差はなかつた。

この原因について現在教授達と議論 してい

る。すでに教授達は別の実験で、糸状菌食

性線虫による窒素排出量は、系内の有機物

のC/Nが 小さいと少なくなるということ

を明らかにしており、これを踏まえて私は

C/N比 を高め (35/1)に設定したが、これ

でも不十分だつたようである。現在この仕

事を論文にまとめつつ、細菌食性線虫

(RhabditidacとCcphalobidac)についても同

様の温度試験をしている。

次 に 、 F E R R I S 研 の メ ン バ ー
お よ び 線 虫

学科の他の教官達について紹介したい。

ポス ドク 1名 :植物寄生性線虫の生物

防除の仕事で学位を取 り、FERRIS研に来

てからは糸状菌摂食性線虫の研究を行つた。

現在は基礎生物学にシフ トし、Cで ルgα″s

個体群を用いた老化学 (aging)の研究を

主に行つている。大学院生 2名 :博士課程

の学生は、植物体残湾やその出来物質によ

る植物寄生性線虫の防除を、修士課程の学

生は、線虫を含めた土壊動物が、有機物分

解や土壊微生物の動態に及ぼす影響の解明

をテーマにしている。研究助手 1名 :ネコ

ブセンチュウおよびジフイネマに対する抵

抗性を持つブドウ品種の選抜。次に線虫学

科の教官 6人 。KAYA教 授 :学科長。昆虫

病原性線虫を用いた害虫防除。日系 3世 の

彼をよくご存じの方も多いであろう。誰に



でも気さくに接 し、私にも快 く実験機材を

貸してくれる。州都サクラメントにある日

本食材店で、奥さんと買い物に来た彼とば

つた り出くわ したことがある。JAFFEE教

授 :線虫補食糸状菌を用いた植物寄生性線

虫防除。彼が講義する 「土壊生態学」を聴

講したが、内容豊富でおもしろく、自分の

知識を整理するのに役立った。難点は声が

ハスキーで聞 き取 りに くか ったこと。

WILLIAMSON教 授 :植物寄生性線虫と植物

の相互作用の生化学、遺伝子レベルでの抵

抗性発現など。線虫学の世界でも、生化学、

遺伝子レベルでの研究が現在最も人気があ

るようで、彼女の研究室は最も住人が多い。

WESttRDAHL教 授 :彼女のポジシヨンは日

本の大学にはないと思う。肩書きはcoop―

crttivc cxtcnslon specialist。農業改良普及所

や他の検査機関などと連携 し、圃場で植物

寄生線虫の発生状況の診断を行い、防除法

について農家にア ドバイスする。つまり最

も農業現場に近いところで研究をしている

のだ。デービス校の農業関連学科の多 くが

このような specialistを抱え、農業現場と

の連携を密にしている。教授は学生の論文
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指導はしないが、講義を通 じて線虫防除の

実際を教える。例えば、実際に調査 して作

物の種類、土壌の種類、線虫の種類と分布

などをまとめた診断表を学生に示し、防除

が必要か否か、必要ならどんな方法が適当

かを答えさせていた。私は単なる聴講生の

つ も りで聞いていたが、い きな りCr,‐

∞抑 cJraの防除法について聞かれて慌て

た。運良 く (?)時 間切れで恥をかかずに

すんだ。CASWELモ HEN助 教授 :テ ンサイ

シス トの個体群生態学、防除法の研究。

NADLER助教授 :系統分類学。特にCephalo―

bidacをモデルにした線虫の進化学。資料

室の管理者で、動植物に寄生する種から土

壌や海産の自由生活性種におよぶ豊富な標

本と文献を備えるこの部屋への自由な出入

りを許可してくれた。惜しむらくは、線虫

標本の多くが干からびていたこと。う―ん、

もつたいない !

[編集後記]

◆20tltl年が明けてだいぶたつてしまいま

した。ようやく第 19号 をお届けできま

す。 (荒城雅昭)
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